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お お く ぼ ひ ろ ふ み
自由民主党
鹿児島県議会議員団

心
に
関
わ
っ
て
お
り
、同
時
に
自

民
党
県
議
団
私
学
振
興
調
査
会

会
長
と
し
て
、幼
児
教
育
の
充

実
、授
業
料
の
負
担
を
軽
減
す
る

「
就
学
支
援
金
制
度
」の
充
実

な
ど
私
立
学
校
支
援
に
取
り
組

み
、県
民
の
多
様
な
教
育
機
会

確
保
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
鹿
児
島
県
支
部
連
合

会
の
森
山
ひ
ろ
し
会
長
の
下
、各

種
選
挙
に
お
け
る
公
認
・
推
薦

決
定
、選
挙
対
策
、党
勢
拡
大
、

自
治
体
お
よ
び
友
好
団
体
と
の

連
携
等
、自
民
党
県
連
の
実
務

役
員
の
中
心
と
し
て
幹
事
長
代

理
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、日
頃
よ
り
県
政
な
ら

び
に
私
の
県
議
会
議
員
活
動

に
、温
か
い
ご
支
援
な
ら
び
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、文
教
観
光

委
員
会
に
所
属
し
、所
管
す
る

教
育
委
員
会
、
観
光
・
文
化
ス

ポ
ー
ツ
、国
体
・
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
事
業
審
査
を
中

　

さ
て
、令
和
４
年
第
３
回
定

例
会
が
、９
月
９
日
か
ら
10
月

５
日
ま
で
の
日
程
で
開
会
さ
れ

補
正
額
94
億
６
３
０
０
万
円
の

補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

直
面
す
る
生
産
資
材
・
燃
料

な
ど
の
価
格
高
騰
に
よ
る
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
の
対
応
、コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
社
会
活
動

の
回
復
を
確
か
な
も
の
に
す
る

た
め
の
事
業
者
負
担
軽
減
等
必

要
な
対
策
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策

の
た
め
の
医
療
体
制
整
備
及
び

検
査
体
制
の
確
保
、災
害
復
旧

事
業
、サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の

ま
ん
延
防
止
対
策
な
ど
が
主
な

内
容
で
す
。

　

こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、大
隅
地
域
の
す
ば
ら
し
い

資
源
、歴
史
、伝
統
文
化
を
活
か

し
な
が
ら
、国
・
県
・
市
町
が
一
体

と
な
っ
て
課
題
解
決
に
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、皆
様
と
と
も

に
、よ
り
良
い
鹿
児
島
県
を
築

く
た
め
、県
政
で
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。是
非
、御
意
見
等
お
寄
せ

い
た
だ
き
、御
指
導
・
御
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て

調
査
・
検
討
を
取
り
ま
と
め
、次

の
政
策
提
言
を
し
ま
し
た
。

⑴ 

公
文
書
管
理
機
能
の
充
実
・

強
化

　

よ
り
透
明
性
の
あ
る
公
文
書

管
理
、歴
史
的
に
貴
重
な
公
文

書
の
適
切
な
保
存
・
利
用
等
を

進
め
る
た
め
、条
例
制
定
、体
制

整
備

⑵
産
前
・
産
後
ケ
ア
の
充
実

　

県
内
全
て
の
妊
産
婦
と
そ
の

家
族
が
安
心
・
安
全
に
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
社
会
を
目

指
し
て
、妊
娠
初
期
か
ら
子
育
て

期
を
通
じ
た
包
括
的
な
相
談
支

援
体
制
の
構
築
、産
前
・
産
後
ケ

ア
の
拡
充
と
体
制
整
備
の
促
進
、

産
前
・
産
後
ケ
ア
に
関
わ
る
専
門

職
の
人
材
確
保
と
育
成
強
化

知事に「公文書管理機能の充実・強化」「産前・
産後ケアの充実」の政策を提言

政
策
立
案
推
進
検
討
委
員
会委員会での審査模様
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皆さまの声をお聞かせ下さい。
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一 質般 問

令和４年度

県議会定例会
質　問　項　目

行財政について  国の骨太の方針、デジタル化推進、かごしま未来
創造ビジョン見直し

新型コロナウイル
ス感染症について

 PCR 検査、マスク着用、重症化率、死亡者数、ワク
チン、人権への配慮、新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金制度、給食時の黙食

農政について

 農業開発総合センター大隅支場の跡地利用、肝属
中部畑かん、笠野原畑かんストックマネジメン
ト、共栄地区農地保全排水路整備、農業農村整備
事業の予算確保、水土里サークル活動

社会資本整備につ
いて

国道 269 号細山田地区道路災害復旧事業、県道高
隈串良線有里工区の整備、東九州自動車道排水路
の細山田井料地区の治山接続について

教育について 楠隼校、学校のデジタル化、児童虐待対策、看護人
材養成

警察について 鹿屋警察署整備、大隅機動捜査センター

林業振興団体のNPO法人「おおす
み 100 年の森」設立祝賀会

各種団体の皆様と
大隅地域の道路整備要望

使館公使と今後の
て意見交換

私立中学高等学校協会との
意見交換会（私学振興調査会）

議員活動の様子

全国和牛能力共進会会場で全国和牛能力共進会会場で
出場者を激励出場者を激励

県看護連盟の皆さんとの研修会県看護連盟の皆さんとの研修会 串良岡崎保全会の作業に参加串良岡崎保全会の作業に参加

地域の農畜産物の現状調査地域の農畜産物の現状調査
（どっ菜市場）（どっ菜市場）

県議会議員在職 10 年表彰県議会議員在職 10 年表彰

南日本クロスカントリー大会出場の南日本クロスカントリー大会出場の
鈴木副市長鈴木副市長を激励を激励
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全国自民党幹事長会議
（リモート参加）

自然免疫向上講演 &マルシェでの
意見交換

自民党鹿児島県連役員と
友好団体との意見交換

県庁にて米国大使
安全保障について

地
元
関
係
者
か
ら
の
意
見
や
地
域
課
題
の
把
握
に
努
め
、
県
事
業
の
積
極
的
な
実
施
や
市
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
支
援
の
推
進
や
地
域
の
課
題
解
決
な
ど
県
庁
関
係
部
局
等
と
の

調
整
を
図
り
ま
す
。

■ 

県
政
の
総
合
拠
点
と
し
て
の
取
組

①
か
ご
し
ま
故
郷
人
財
確
保
・
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

③
中
山
間
対
策
の
推
進

④ 

地
域
振
興
推
進
事
業
の
積
極
的
・

効
果
的
な
実
施

⑤
緊
急
的
課
題
へ
の
対
処 

⑥ 

市
町
等
へ
の
事
業
提
案
や
要
望
へ

の
適
切
な
対
応

■ 

観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
増
に
向
け
た
取
組

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
人
材
育
成
や
情
報
発
信

②
農
山
漁
村
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

③
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
促
進

④
２
０
２
３
年
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
へ
の
支
援

⑤
鹿
児
島
県
版
サ
イ
ク
ル
ツ 

ー
リ
ズ
ム
の
推
進

⑥
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施

■ 

危
機
事
象
へ
の
対
応

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
取
組

② 

国
土
強
靱
化
を
図
り
、
危
機
事
象
へ
の
連
携
強
化

③ 

災
害
時
情
報
の
各
機
関
の
伝
達
・
共
有
、
連
携
の
促
進

④ 

災
害
リ
ス
ク
の
増
大
に
備
え
た
、
社
会
の
構
築

■ 

農
林
水
産
業
の
活
性
化

①
地
域
の
担
い
手
や
新
規
就
農
者
等
へ
の
支
援
や
育
成

②
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
推
進
と
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

③
農
業
法
人
等
大
規
模
経
営
体
の
育
成

④
戦
略
的
な 

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
の
維
持
・
拡
大 

⑤ 

安
心
・
安
全
な
農
産
物
の
生
産
拡
大

⑥
農
畜
産
物
等
の
被
害
防
止
対
策
の
推
進

⑦
ス
マ
ー
ト
農
業
の
啓
発
、
連
携
実
証
活
動
推
進

⑧
木
材
の
需
要
拡
大
の
促
進
、
安
定
供
給
体
制
の
構
築

⑨
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
で
活
力
あ
る
水
産
業
の
振
興

⑩
漁
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
の
推
進

■ 

県
民
福
祉
の
向
上
と
心
身
の
健
康
づ
く
り

①
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進

②
二
次
医
療
圏
ご
と
の
疾
病
・
事
業
別
医
療
連
携
の
確
保 

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
支
援
強
化

④
地
域
医
療
構
想
及
び
地
域
医
療
連
携
体
制
の
推
進 

⑤
認
知
症
施
策
推
進
と
地
域
支
援
事
業
の
取
組
強
化
支
援

⑥ 

健
康
か
ご
し
ま
２
１
の
推
進
、
自
殺
対
策

事
業
実
施

⑦ 

難
病
患
者
支
援
体
制
の
充
実
強
化

⑧ 

医
師
確
保
対
策
の
促
進
を
市
町
等
と
の

連
携
と
支
援

大
隅
地
域
振
興
局
に
お
け
る
令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
等

塩田康一鹿児島県知事 森山ひろし自民党県連会長野村哲郎農林水産大臣
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大久保博文 経歴・プロフィール
■生年月日：昭和39年４月３日生
■学　　歴： 串良小学校～串良中学校～鹿屋高等学校普通科～

鹿児島大学法文学部法学科卒業
■資　　格：行政書士
●尊敬する人： 西郷隆盛（言志四緑を信奉し、無私を貫いた人格者）

　私の母校「串良小学校」が、創立150周年を迎えます。
　歴史を振り返ると、幾多の激動の時代の中、学校は、地域とともに
歩み、教育、文化、地域コミュニティーの中心的役割を担ってきました。
　いつの時代も学校、地域の発展に、ご尽力頂いております皆さま方には
敬服の念に堪えません。
　「和 ～思いを紡ぎ、輝く未来へ～」150周年のキャッチフレーズです。
　私も地元の政治家として、この言葉を胸に秘め地域の輝く未来へ向け、
日々努力を重ねて参ります。

■経　　歴：
　 日興證券㈱勤務、鹿屋市議会議員を経て
　現在　鹿児島県議会議員（自由民主党鹿児島県議団）、
　自民党鹿児島県連組織委員長、自民党県議団副会長、
　鹿児島県議会総務委員長、同企画観光建設委員長等歴任

― 県議会等での主な役職等 ―
・九州・沖縄防衛議員連盟連絡協議会　副会長
・鹿児島県議会防衛議員連盟　副会長
・錦江湾横断道路建設促進議員連盟　幹事長
・ 鹿児島県議会森林・林業活性化促進議員連盟　幹事
・介護福祉政治連盟　幹事
・ 東九州・大隅縦貫道・国道504号整備促進議員連盟　幹事

・自由民主党県議団　建設問題調査会　事務局長
・自由民主党県議団　私学振興等教育問題調査会　会長
・自由民主党県議団　畜産振興調査会　副会長
・日本会議鹿児島議員懇談会　副会長
・鹿児島県酪農政治連盟　議員

祝 串良小学校創立１５０周年

地
域
の
現
状
と
視
察

農道の表土流出状況（共栄地区） 甫木川の被害状況視察 県道７３号改良事業の現状串良地区内水整備対策の有里用水

■
有
里
バ
イ
パ
ス
と
周
辺
道
路
整
備
に
つ
い
て

東
九
州
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
も
あ
る
高
隈
串
良
線
の

整
備
に
関
し
、中
郷
、大
塚
原
地
区
付
近
の
有
里
線
と
高
隈
串
良

線
と
を
結
ぶ
路
線
の
新
設
を
鹿
屋
市
に
重
ね
て
要
望
。当
該
道
路

整
備
に
お
い
て
、整
備
促
進
上
、必
要
が
あ
れ
ば
、付
近
の
県
道
と

市
道
の
移
管
を
行
う
こ
と
な
ど
を
県
に
も
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

■ 

農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
大
隅
支
場
の
跡
地
利
用

大
隅
支
場
跡
地
に
つ
い
て
、地
元
鹿
屋
市
が
取
得
の
意
向
を
示
し

て
い
る
。有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
県
に
対
し
、鹿
屋
市
へ
の
協
力

を
求
め
て
お
り
ま
す
。

■ 

甫
木
川
河
川
改
修
整
備
に
つ
い
て

流
域
の
浸
水
被
害
等
を
軽
減
す
る
た
め
、肝
属
川
合
流
点
か
ら
国

道
２
２
０
号
ま
で
、河
道
拡
幅
、橋
梁
か
け
か
え
、国
益
堰
を
固
定

堰
か
ら
転
倒
堰
へ
の
改
築
な
ど
河
川
改
修
工
事
を
継
続
的
に
進
め

て
お
り
ま
す
。

■ 

共
栄
地
区
農
地
保
全
排
水
路
整
備
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
は
、排
水
路
整
備
の
全
体
延
長
約
八
千
三
百
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
、約
千
六
百
メ
ー
ト
ル
の
測
量
設
計
及
び
用
地
調
査
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■ 

鹿
屋
警
察
署
整
備
に
つ
い
て

新
庁
舎
の
規
模
は
、大
隅
機
動
捜
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
考

慮
し
、庁
舎
全
体
の
延
べ
床
面
積
は
現
庁
舎
の
約
二
・
九
倍
の

七
千
二
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
を
想
定
。機
能
に
つ
い
て
は
、新
庁

舎
を
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、耐
震
構
造
に

よ
る
安
全
性
の
確
保
、非
常
用
発
電
設
備
及
び
通
信
機
器
の
浸
水

対
策
を
講
じ
ま
す
。

■
楠
隼
校
に
つ
い
て

楠
隼
校
の
共
学
化
や
全
寮
制
の
廃
止
は
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
、地

域
の
声
、大
隅
地
域
の
他
の
公
立
高
校
の
生
徒
募
集
へ
の
影
響
等

を
考
え
る
と
慎
重
な
議
論
を
行
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。


